
東北農業研究　第9　号　　　　　　　　　　　　　　　119

多孔式散粒機の性能について

菅原　信義・吉田　由之佐・岩渕　竜夫

（宮城県鳥試）

1．ま　え　が　き

背負塾の動力散粉，散粒．ミスト≡兼機を使用し．粒

剤ケーシソグ先にポリェチレン製長管多孔式の散粒ホー

ス（農葵及び肥料）が開発されたので，除草剤（ノミムコ

ソ粒剤）を供試して，粒剤の散粒落下状態を調査し検討

した。

2．供　　機　　械

名　　称：マルナカーマミ　（三兼機）

型　　式：MD－17

重　　量：　9．7軸　（乾操重）

大きさ：長260m／mx巾500m／mx高650m／仇

タソク容量：全容量7．5軸　薬剤容量6軸

風　　速：110m／sec．

風　量：13m／min

常用回転数：　6，000rpm（エソジソ直結）

ェソジソ：　ガスデソG－4　1．5PS

散布巾：20m

能　率：　1～2分／10α

3．試　験　方　法

試験は農試構内で行なった。散粒ホースを東西方向に

のはし（木椀は東側とした），コンクリート舗装路上に粒

剤のはね返りを防止するために，1．8m巾のビニールを

敷き，その上の一直線上に，10C兜×10e侃厚さ17花／爪の

ビニール板に，カップグリースを約1m／爪の厚さに塗

り．これを75e孤間隔に30枚ならべた。

散粒ホースを水平にしビニール坂上1・27花の高さか

革1国　碍粒装牒峰岡

ら，秒速0．57花の速度で通過させて，付着した粒剤を測

定した。これと同時に同じ場所で風向及び風速を測定し

た。

なお付着粒剤の測定に当っては，予め理論落下粒数の

値を算出した。この値は10α当りの散布量を3晦とした

場合，10e庇×10e況内の面紗こ落下すべき粒剤の重量であ

る（10α当り3九g散布の場合に10e況×10m内では0．03g

となる。0．3g当りの粒数は714粒となった。これより

0．03gで71．4粒を理論落下粒数とした）。

この理論落下粒数で，実際にビニール板に付着した粒

数（実落下粒数）を除して，理論落下粒数を100とした

場合の実落下粒数の値を算出した。

4．試験結果及び考察

1．無風の場合（第2回）：1．5仇～12mの間と18彿

～207几までが理論落下量より多く，特に4．57花で144％，

187花75で176％と多く落下している。全体的に落下量が

多いが，特に前半に多く認められた。

2．追い風（第3～4回）：風速1．27花／sec．では全体に

落下量が少なくなる煩向にある。また風速2．7m／sec．で

は2m～4．57m及び67托，9mの地点で20～30％多く落

下したが10m付近より先では前区同様除々に落下量が少

なくなる。追い風では全体的に落下量が少なく，特に後

半で遠くなるほど少なくなる傾向になるのは，最后の噴

口より出たものは風に乗り，より遠く飛ばされたためと

思う。

3．向い風の場合（第5図）：風速3．7m／sec．のとき

に0～1．57托地点で60～80％も理論値より少なく，また
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革2圃　照輝時の翠粒状啓
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第3図　東南東（追い風）1．2m／sec．前の散粒状態
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第5回　4区平均散粒状態

7郡より16．5mまでの間は除々に少なくなるが．187托～

け仇の地点で149％，344％，257％と極端に多い落下

量が認められた。これは前の2区と逆に最後の噴口より

出たものは前方へ飛ばず．累破約に多くなったものと思

う。

最後に4区の平均値を唄って見ると0～1．5m及び20

m以遠は落下量が少なく．また前半の107托付近までは落

下量が多く，後半は除々に少なくなるが19m前後の地点

で一段と多いのは，向い風が入ったためである。

以上よりこの長管多孔式散粒軌は，噴口の取り付け位

第4図　南東（追い風）2．7甲／sec．前の散粒状態
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第6図　4区平均散粒状態

直の問題及びその大きさ（現在のものは全部同じ大きさ

である）の関係を検討する必要がある。またホースの長

さは16．4仇でこれより先へはファソからの風に乗せて飛

ばすようにしているが，風向風速が種々異なる場合に大

きな散布ムラが考えられるので検討を要する。しかし本

調査で認められたように距離別には変動が見られるが，

実際圃場において散粒状態を観察して見ると，人手によ

る散布より均等性は良好であり，能率面でも10α当り1

分30秒から2分以内で散布が可能で，実用に供される性

能の散粒環七あると考えられる。‾


